
応募方法

投　句　先

◆郵送・来館の場合

◆WEBの場合

きたかみ・鬼の国　俳句フェスティバル

作品募集
必着

ふりがな

※ ※ ※ ※

電話番号

希望する ・ 希望しない
当日参加

俳　　号
ふりがな

氏　　名

住　　所

〒

都道
府県

2句1組（自作・未発表）何組でも応募できます。1960年、東京都生まれ。法律事務所などに勤めながら小説を書き始め、87年に「我らが隣人の犯罪」（オール讀物推理小説新人賞）でデ
ビュー。以降『龍は眠る』（第45回日本推理作家協会賞）、『火車』（第6回山本周五郎賞）、『蒲生邸事件』（第18回日本SF大賞）、『理由』
（第120回直木賞）、『模倣犯』（毎日出版文化賞特別賞、第5回司馬遼太郎賞、第52回芸術選奨文部科学大臣賞文学部門）などのミステ
リーをはじめ、『本所深川ふしぎ草紙』（第13回吉川英治文学新人賞）、『ぼんくら』などの時代小説、『ブレイブ・ストーリー』などのファン
タジーまで、多彩な作品を生み出し続ける。2022年、第70回菊池寛賞。近年は句会に参加するなど、俳句への関心を深めており、角川『俳
句』に連載していた俳句を素材とした短編小説『ぼんぼん彩句』を23年に単行本化。現在は『ハルメク』にて「俳句×小説」を不定期連
載。稀代のストーリーテラーであり、現代を代表する作家の一人。

※個人情報は、入選作品集の作成および発送に使用いたします。
※入選者につきましては、氏名・お住まいの市区町村までを報道機関
や関係者へも提供いたします。

◇参加希望の方は、左欄の「希望する」に〇をつけてください。
後日、入場券をお送りします。希望者多数の場合は抽選となり
ます。抽選の結果はその当落に関わらず、「希望する」に〇を
付した方全員にお知らせします。

日　時
会　場
内　容

2024年11月17日（日） 14：00～16：30
日本現代詩歌文学館 講堂
鬼剣舞公演
選者による合評シンポジウム＊
入選発表・表彰
＊大会当日の合評シンポジウムにより、大会賞を決定します。

•専用用紙（左欄）をご利用のうえ、投句料1,000円とともに郵送
してください。直接お持ちいただいても結構です。小為替発行に
かかる手数料や送料についてはご自身にてご負担ください。
•用紙はコピー可。当館ホームページからもプリントできます。ま
た、ご請求いただければお送りします。
•黒のペンを使用し、楷書ではっきりお書きください。
•用紙1枚で2組まで応募できます。

•専用フォーム（右QRコード）にしたがって、必要
事項を入力してください。
•投句料はオンライン決済となります（要ペイパルア
カウント）。手数料を含む1,100円のお支払いと
なりますので、ご了承ください。
＊本大会ではFAXやメールによる応募は受け付けません。
＊応募作品の訂正や選考経過に関するお問い合わせには応じられません。
ご了承ください。

大会当日、ご応募をいただいた全員に差しあげます（1組につき1
冊）。出席の方以外には後日発送いたします。

2句1組（1,000円） 2句1組（1,000円）

どちらかを〇で囲んでください
※要入場券（右記参照）

キ
リ
ト
リ

9月15日（日）選者・シンポジスト

鬼剣舞

宮部みゆき　みやべ・みゆき

1957年、愛媛県生まれ。松山市在住。8年間の中学校国語教諭の後、俳人へ転身。「第8回俳壇賞」「第44回放送文化基金賞」「第72回
日本放送協会放送文化賞」「第4回種田山頭火賞」受賞。創作活動に加え、俳句の授業〈句会ライブ〉、「俳句甲子園」の創設にも携わる
など幅広く活動中。TBS系「プレバト!!」俳句コーナー出演などテレビラジオでも活躍。『句集　伊月集　梟（朝日出版社）』、『夏井いつき
の世界一わかりやすい俳句の授業（PHP研究所）』、『おウチde俳句（朝日出版社）』、『夏井いつきの日々是「肯」日（清流出版）』、『夏
井いつきの365日季語手帖（レゾンクリエイト）』など著書多数。俳句集団「いつき組」組長。松山市公式俳句サイト「俳句ポスト365」中級
者投稿欄、朝日新聞愛媛俳壇、愛媛新聞日曜版小中学生俳句欄、各選者。2015年より初代俳都松山大使。

夏井いつき　なつい・いつき

1983年、愛媛県生まれ。高校時代、俳句甲子園をきっかけに句作を開始。2002年、第１回芝不器男俳句新人賞坪内稔典奨励賞。04年か
ら6年間、NHK-BS「俳句王国」の司会を担当。句集に『星の地図』（マルコボ.コム）『光まみれの蜂』（角川書店）『すみれそよぐ』（朔出
版）、著書に『日めくり子規・漱石―俳句でめぐる365日』（愛媛新聞社・第34回愛媛出版文化賞大賞）、『女の俳句』（ふらんす堂）、『も
う泣かない電気毛布は裏切らない』（日本経済新聞出版社）他。20年、第11回桂信子賞。現代俳句協会常務理事。日本経済新聞、信濃毎
日新聞俳壇選者。

神野紗希　こうの・さき

1947年、宮城県生まれ。10代より句作を開始。阿部みどり女、金子兜太、佐藤鬼房に俳句指導を受ける。2002年、鬼房の意を受けて『小熊
座』主宰を継承。14年、『萬の翅』により第65回読売文学賞（詩歌俳句賞）、第48回蛇笏賞、第6回小野市詩歌文学賞を受賞。その他句集
に、『陽炎の家』『鳥柱』『雲雀の血』『蟲の王』『片翅』、著書に『時代を生きた名句』『語り継ぐいのちの俳句―3・11以後のまなざし』
『鑑賞 季語の時空』『あの時―俳句が生まれる瞬間』がある。当館館長。現代俳句協会会長。読売新聞、河北新報、熊本日日新聞俳壇
選者。

北上・和賀地方に伝わる念仏剣舞の一種。国指定重要無形民俗文化
財。全国の風流芸能団体とともに「風流踊」としてユネスコ無形文化遺
産に登録された。鬼の面と独特の衣装を身につけ、悪霊退散・衆生済
度の祈りを込めて刀を手に勇壮に舞う民俗芸能。角を持たない鬼は仏
の化身。宗家としての岩崎鬼剣舞以下、北上市内では13の団体が、伝
統をいまに伝える。なお、市内にはテーマ博物館・鬼の館があり、詩歌
文学館賞の正賞は鬼剣舞の木彫り面である。

高野ムツオ　たかの・むつお

024-8503（郵便の場合、以下住所不要）
岩手県北上市本石町2-5-60
日本現代詩歌文学館 俳句フェスティバル係

賞
きたかみ・鬼の国 俳句フェスティバル賞、各選者特選賞 ほか

入選作品集

原則として、作品募集への応募が当日参加の条件となります
ふ りゅうおどり


